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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月21日(2010.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　負のボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なチャージポンプベースの
ボディバイアス回路網であって、該集積回路は、プログラマブルロジックデバイス集積回
路を備え、該調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、調整可能な電
圧レギュレータを備えている、調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網
と
　を備え、該集積回路は、構成データがロードされる複数のプログラマブルエレメントを
さらに備え、該複数のプログラマブルエレメントのうちの一部は該調整可能な電圧レギュ
レータを制御する出力信号を生成する、集積回路。
【請求項２】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　負のボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なチャージポンプベースの
ボディバイアス回路網であって、該集積回路は、プログラマブルロジックデバイス集積回
路を備え、該調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、調整可能な電
圧レギュレータを備えている、調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網
と
　を備え、該集積回路は、構成データがロードされる複数のプログラマブルエレメントで
あって、該複数のプログラマブルエレメントのうちの一部はデコードされない制御信号を
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生成する、複数のプログラマブルエレメントと、
　該デコードされない制御信号を受信し、対応するデコードされる制御信号を該調整可能
な電圧レギュレータに印加するデコーダと
　をさらに備える、集積回路。
【請求項３】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　負のボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なチャージポンプベースの
ボディバイアス回路網と
　を備え、
　該調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、
　負のチャージポンプ出力電圧を生成するチャージポンプ回路と、
　出力信号を生成する少なくとも１つのプログラマブルエレメントと、
　該出力信号に基づいて、該負のチャージポンプ出力電圧を用いて、該負のボディバイア
ス電圧を生成する調整可能な電圧レギュレータと
　を備える、集積回路。
【請求項４】
　前記調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、少なくとも１つの基
準信号を前記調整可能な電圧レギュレータに印加するバンドギャップ基準回路をさらに備
える、請求項３に記載の集積回路。
【請求項５】
　集積回路上のトランジスタボディバイアス回路であって、
　負の電圧を生成するチャージポンプと、
　出力信号を生成する少なくとも１つのプログラマブルエレメントと、
　該出力信号に基づいて、該チャージポンプからの該負の電圧を用いて、負のトランジス
タボディバイアス電圧を生成する調整可能な電圧レギュレータと
　を備える、トランジスタボディバイアス回路。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプログラマブルエレメントは、対応する出力信号を生成する複数
のプログラマブルエレメントを備え、前記調整可能な電圧レギュレータは、複数のトラン
ジスタを有する分圧器を有し、該複数の分圧器のそれぞれは、該複数のプログラマブルエ
レメントのそれぞれの１つから該出力信号のうちの１つを受信するゲートを有する、請求
項５に記載のトランジスタボディバイアス回路。
【請求項７】
　プログラマブルロジックデバイス集積回路であって、
　負のボディバイアス電圧が印加されるボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体
トランジスタを含むプログラマブルロジックと、
　基準電圧を供給するバンドギャップ基準回路と、
　端子を有する調整可能な電圧レギュレータであって、該端子は負のチャージポンプ出力
電圧を受信し、該バンドギャップ基準回路から該基準電圧を受信し、該負のボディバイア
ス電圧を該プログラマブルロジックにおける該ｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタ
の該ボディ端子に供給する、調整可能な電圧レギュレータと
　を備える、プログラマブルロジックデバイス集積回路。
【請求項８】
　構成データがロードされる複数のプログラマブルエレメントをさらに備え、
　該複数のプログラマブルエレメントの一部は、前記調整可能な電圧レギュレータを制御
する出力信号を生成する、請求項７に記載のプログラマブルロジックデバイス集積回路。
【請求項９】
　前記調整可能な電圧レギュレータによって受信される前記負のチャージポンプ出力電圧
を生成するチャージポンプ回路をさらに備え、該調整可能な電圧レギュレータは該負のチ
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ャージポンプ出力電圧を用いて、前記負のボディバイアス電圧を生成する、請求項７に記
載のプログラマブルロジックデバイス集積回路。
【請求項１０】
　前記調整可能な電圧レギュレータは、調整可能な分圧器を備え、前記プログラマブルロ
ジックデバイスは、
　該調整可能な分圧器によって受信される前記負のチャージポンプ出力電圧を生成するチ
ャージポンプ回路をさらに備える、請求項７に記載のプログラマブルロジックデバイス集
積回路。
【請求項１１】
　前記調整可能な電圧レギュレータは、
　前記基準電圧を受信し、出力信号を供給する演算増幅器と、
　該演算増幅器から該出力信号を受信するゲートを有するトランジスタと、
　該トランジスタに接続された抵抗器のチェーンと
　をさらに備える、請求項７に記載のプログラマブルロジックデバイス集積回路。
【請求項１２】
　前記調整可能な電圧レギュレータは、
　前記調整可能な分圧器において直列接続された抵抗器のチェーンと、
　関係したタップ電圧を規定する選択可能な分圧器タップポイントを確立するために、該
直列接続された抵抗器のそれぞれのペア間に接続される複数のトランジスタと
　をさらに備える、請求項７に記載のプログラマブルロジックデバイス集積回路。
【請求項１３】
　調整可能な電圧レギュレータを備える集積回路であって、
　該調整可能な電圧レギュレータは、
　直列接続された抵抗器のチェーンと、
　複数のトランジスタであって、該複数のトランジスタのそれぞれが関係したタップ電圧
を規定する選択可能な分圧器タップポイントを確立するために、該直列接続された抵抗器
のそれぞれのペア間に接続される第１のソースドレイン端子を有し、該複数のトランジス
タのそれぞれが第２のソースドレイン端子を有し、該第２のソースドレイン端子は共に接
続される、複数のトランジスタと、
　基準信号を受信する第１の入力を有し、第２の入力を有し、出力を有する演算増幅器と
、
　該タップ電圧を該第２の入力に供給するフィードバック経路と、
　該直列接続された抵抗器のチェーンに接続されたトランジスタと
　を備える、集積回路。
【請求項１４】
　前記トランジスタは前記演算増幅器の出力に接続されたゲートを有する、請求項１３に
記載の集積回路。
【請求項１５】
　前記基準信号を前記演算増幅器に供給するバンドギャップ基準回路をさらに備える、請
求項１３に記載の集積回路。
【請求項１６】
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　ボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なボディバイアス回路網であっ
て、前記調整可能な電圧レギュレータは該調整可能なボディバイアス回路網に含まれる、
調整可能なボディバイアス回路網と
　をさらに備える、請求項１３に記載の集積回路。
【請求項１７】
　前記調整可能な電圧レギュレータは、負のチャージポンプ出力電圧を生成する複数の金
属酸化物半導体コンデンサを含むチャージポンプ回路を備える、請求項１３に記載の集積
回路。
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【請求項１８】
　前記トランジスタは、前記チャージポンプ回路と前記直列接続された抵抗器のチェーン
との間に接続される、請求項１７に記載の集積回路。
【請求項１９】
　前記トランジスタは、前記演算増幅器の前記出力に接続されたゲートを有する、請求項
１８に記載の集積回路。
【請求項２０】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　負のボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なチャージポンプベースの
ボディバイアス回路網と
　を備え、該調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、
　負のチャージポンプ出力電圧を生成するチャージポンプ回路と、
　該負のチャージポンプ出力電圧を用いて、該負のボディバイアス電圧を生成する調整可
能な電圧レギュレータと、
　少なくとも１つの基準電圧を該調整可能な電圧レギュレータに印加するバンドギャップ
基準回路と
　を備える、集積回路。
【請求項２１】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　負のボディバイアス電圧を該ボディ端子へ印加する調整可能なチャージポンプベースの
ボディバイアス回路網と
　を備え、該調整可能なチャージポンプベースのボディバイアス回路網は、
　負のチャージポンプ出力電圧を生成するチャージポンプ回路と、
　該負のチャージポンプ出力電圧を用いて、該負のボディバイアス電圧を生成する調整可
能な電圧レギュレータと
　を備え、該調整可能な電圧レギュレータは、調整可能な分圧器を含み、該調整可能な電
圧レギュレータは、複数の直列接続された抵抗器と複数のトランジスタとを含み、該トラ
ンジスタはゲートを有し、該直列接続された抵抗器のそれぞれのペアの間で接続され、該
トランジスタは、該直列接続された抵抗器の電圧タップポイントの位置を規定するために
、該トランジスタのゲートに印加される制御信号によって制御される、集積回路。
【請求項２２】
　前記集積回路はプログラマブルロジックデバイス集積回路を備え、該集積回路は構成デ
ータがロードされる複数のプログラマブルエレメントをさらに備え、前記トランジスタを
制御する前記制御信号は該複数のプログラマブルエレメントの少なくとも一部の出力から
印加される、請求項２１に記載の集積回路。
【請求項２３】
　集積回路上のトランジスタボディバイアス回路であって、
　負の電圧を生成するチャージポンプと、
　該チャージポンプからの該負の電圧を用いて、負のトランジスタボディバイアス電圧を
生成する調整可能な電圧レギュレータと、
　構成データがロードされる複数のプログラマブルエレメントであって、該複数のプログ
ラマブルエレメントは対応する出力信号を生成し、該対応する出力信号は該負のトランジ
スタボディバイアス電圧を調整するために該調整可能な電圧レギュレータに印加される、
複数のプログラマブルエレメントと
　を備える、トランジスタボディバイアス回路。
【請求項２４】
　前記調整可能な電圧レギュレータは複数のトランジスタを有する分圧器を備え、該複数
のトランジスタの各々は、前記複数のプログラマブルエレメントのそれぞれ１つから該出
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力信号のうちの１つを受信するゲートを有する、請求項２３に記載のトランジスタボディ
バイアス回路。
【請求項２５】
　集積回路であって、
　ボディ端子を有するｎチャネル金属酸化物半導体トランジスタと、
　調整可能なボディバイアス回路網であって、該調整可能なボディバイアス回路網は、少
なくとも１つの制御信号を受信する制御入力経路を有し、該制御信号に基づいて負のボデ
ィバイアス電圧を該ボディ端子に印加する出力経路を有する、調整可能なボディバイアス
回路網と、
　構成データがロードされる複数のプログラマブルエレメントであって、該複数のプログ
ラマブルエレメントは該負のボディバイアス電圧を調整するために該調整可能なボディバ
イアス回路網に印加される対応する出力信号を生成する、複数のプログラマブルエレメン
トと
　を備える、集積回路。
【請求項２６】
　前記調整可能なボディバイアス回路網は調整可能なチャージポンプベースのボディバイ
アス回路網を備える、請求項２５に記載の集積回路。
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